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項 目 内 容
平 均 年 齢 30.9±5.1歳 (18-41
歳)最 終 学 歴 中学校卒 10人 (6.5%)､高校卒 50人 (32.7%)､短大卒 2人 (1.
3%)､大学卒 71人 (46.4%)､大学院卒 4人 (2.6%)､その他 16人 (1
0.5%)兄 弟 数 1人-10人 (6.5%)､2人-78人 (51.0%)､3人以上-59人
(38.6%)無回答-
6人 (3.9%)兄 弟 構 成 男だけ 61人 (39 ､男と女 86人 (56.2%)､無
回答 6人 (3.9%)兄 弟 順 位 長男 95人 (62.1%)､中子 11人 (7.2%)､末
子 40人 (26.1%)､
無回答 7人 (4.6%)出生前に望んで 望んでいた
性別どおり67人 (43.8%)いた性別と実際 望んで














N - 2毘 20-29歳
N - 56日 30-39歳
N - 85Eヨ 40-49歳
N - 10図 ト 1 父親の年齢と接近得点 ･育児感情得点
回避得点 措抗指薮図 1-2 父親の年齢と回避得点 ･括抗指数 Eヨ1
8- 19歳 N - 2田20
-29歳 N - 56E330
-39歳 N - 85∈ヨ40









接近得点 育児感情得点 回避得点 桔抗指数
10.1>P>0.05*P<0･05
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子｣が ｢長男｣と ｢末子｣ に比べて高い傾向
が認められた｡反対に,回避得点では｢中子｣
は ｢末子｣に比べて,括抗指数では ｢中子｣






























































































































































お わ り に
本研究では,父親の対児感情と父性行動の
関連性について調査した｡その結果,対児感
情の類型に基づいた特徴的な父性行動や母子
関係が密着している時期の父性行動の特性が
示唆された｡
この研究で得たことを基に,妊娠中の両親
学級 ･入院中の父子対面 ･父親への指導など
を通して,直接的な育児技術の指導のみなら
ず,妻-の精神的支援や家族 ･親戚との良好
な関係作りなどにより,妻が育児に専念でき
る環境を作ることの大切さを指導面で取り入
れ,父親の児-の肯定的 ･受容的感情を高め
るように援助していきたい｡また社会全体と
しても,夫が安んじて育児休暇を取れる環境
作りや育児休暇中の経済的期盤の保障をはか
るためのシステム作 りを積極的に推進してい
- 26-
くことが重要と考える｡今回の調査では｢18-19
歳｣の対象数がわずかであったため,今後対
象数を増やして調査 ･検討を重ねたい｡
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